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 第 1 章は序論であり，本研究の対象とする水道システムを構成する施設の概要と，水質
管理項目の一つである残留塩素の重要性と管理の必要性について述べるとともに，水質に
影響を及ぼす濁質対策に関する取組み状況を纏めた上で，本論文の構成を示した． 




 第 3 章では，矩形配水池における残留塩素濃度の推定を通じ，水道施設への数値流体解
析の適用可能性を検討した．配水池内部の流れ場の再現性は模型を用いて検証実験を行い，
模型内の電気伝導率の変化と着色水による流況確認の結果から，数値流体解析の妥当性を
明らかにした．また，実規模の矩形配水池内部の残留塩素濃度分布を推定し，流れの滞留
を改善するためのバッフルプレートについて，残留塩素濃度の消費量をもとに最適な設置
位置が検討可能であることを提示した． 
第 4 章では，水質劣化の要因の一つである濁質に着目し，管網内に残存する濁質を効果
的に除去するため，濁質の流下方向を制御できる分岐管形状の開発を試みた．まず，濁質
の分岐部分配挙動を混相流モデルにより検討し，実験管路で実測した分配挙動が再現でき
ることを確認した．つぎに，解析結果における堰周辺の流速分布を検討し，分岐側への濁
質分配比と堰による損失水頭を評価して最適形状を提案した．以上により，管網内におけ
る濁質の堆積箇所を推定し，効果的な洗管計画の立案が可能となる． 
第 5 章では，管路末端に設置された耐震性貯水槽に着目し，流入量低下時における内部
の残留塩素濃度を化学種輸送モデルにより推定した．解析の妥当性は実際に運用されてい
る貯水槽における流入出部の残留塩素濃度変化を比較することで検証した．そして，流入
量を変化させた解析により，内部の残留塩素濃度の減少量を明らかにし，解析結果を基に
既存の貯水槽について，残留塩素濃度を適切に維持管理するために必要となる流入量を明
示した． 
最後に第 6 章では，以上で述べた研究成果を総括するとともに，数値流体解析による水
質管理の有用性を示し，今後の水質管理の課題について述べた． 
